
管理測定技術

第 55回 (2010年 )

間6 次の I～ Ⅱの文章の|   |の部分に入る最も適切な語句又は数値を,それぞれの解答群から1つ だけ
選べ。なお,解答群の選択肢は必要に応じて2回以上使ってもよい。
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しきい線量を超えなければ発生 しない  A を防止す

で制限することにある。

A には急性障害と晩発障害があ り,急性障害の例 としてE:型詢が,晩発障害の例 として
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生殖踪における  A としては不妊がある。また,妊
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ことがあるが:こ れも A である。

障害のしきい線量は臓器・組織により異なる値となり,γ 線の急性被ばくでのしきい線量は末梢血
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放射線業務従事者の各組織の一定期間における等価線量限度は,4月 1日 を始期とする 1年間につ
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1 遺伝的影響  2 確率的影響  3
7 皮膚炎  8 白内障  9 重篤度

13 奇形  14 眼の水晶体  15 皮膚

<ア～ウの解答群>
1  0.01     2  0.15    3  0.25    4  1

確定的影響  4 遅 く  5 早 く  6 消化管

10 発生頻度  11 潜伏期間  12 がん

5  3

[ 内部被ばくによる身体的影響は,摂取核種の臓器親和性,物理化学的性状や摂取経路により特徴付
けられる。プル トニウム_239に 関しては,可溶性プルトニウム塩により倉J傷部が汚染されるとプル
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では,容易に血液中に移行せず,長期間肺にとどまることにより肺がんを誘発する。

内部被ばくによる身体的影響の程度は被ばく線量に関係するが,体内に長期にわたり残留する核種
ほど被ばく線量は一般に大きくなる。体内に摂取された放射性核種は,その壊変や体外排泄速度で決
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に加えて,生体内の代謝や

1 組織加重 (荷重)係数  2 放射線加重 (荷重)係数  3 線質係数
<Mの解答群>

1  5    2  10    3  20

<Nの解答群>
l  α   2 β   3 γ

<0～ Qの解答群>
1 物理的半減期 2 生物学的半減期 3 有効半減期


